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国
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
21
年
４
月
の
稼
働
に
向
け
順
調
に
工
事
は
進
ん

で
お
り
、
本
体
建
物
は
ほ
ぼ
完
了
し
、
残
す
は
建
物
周
辺
の
植
栽
や
外
構
工
事
の
み
と

な
り
ま
し
た
。

　
11
月
24
日
か
ら
炉
の
試
運
転
が
始
ま
り
、
そ
れ
に
必
要
な
可
燃
ご
み
が
本
町
か
ら
も

搬
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

  

平
成
２０
年
第
３
回
猪
名
川
上
流
広
域
ご
み
処
理
施
設
組
合
議
会
臨
時
会
　

　
平
成
20
年
第
３
回
猪
名
川
上
流
広
域
ご
み
処
理
施
設
組
合
議
会
臨
時
会
は
、
11
月
11

日
に
開
会
し
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。
こ
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
正
副
議
長
の
選
挙
、

専
決
処
分
報
告
２
件
、
条
例
制
定
１
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、
平
成
20
年
度
補

正
予
算
︵
第
１
回
︶、
監
査
委
員
の
選
任
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
可
決
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　
選
　
挙
　
　
・
議
長
選
挙
︻
議
長
　
岩
田


秀
雄
︵
川
西
市
︶︼

　
　
　
　
　
　
・
副
議
長
選
挙
︻


副
議
長
　
植
村


壽
雄
︵
豊
能
町
︶︼

　
報
　
告
　
　
・
専
決
第
１
号
　
猪
名
川
上
流
広
域
ご
み
処
理
施
設
組
合
の
特
別
職
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
︵
承
認
︶
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
・
専
決
第
２
号
　
猪
名
川
上
流
広
域
ご
み
処
理
施
設
組
合
議
会
議
員
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
︵
承
認
︶
　
　
　
　

　
議
　
案
　
　
・
国
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物
処
理
手
数
料
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
原
案
可
決
︶

　
　
　
　
　
　
・
国
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
啓
発
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
原
案
可
決
︶

　
予
　
算
　
　
・
猪
名
川
上
流
広
域
ご
み
処
理
施
設
組
合
補
正
予
算︵
第
１
回
︶に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
原
案
可
決
︶

　
　
　
　
　
　
　
歳
入
歳
出
補
正
額
　
　
　
５
６，
８
２
７，
０
０
０
円

　
同
　
意
　
　
・
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
︵
同
意
︶

　
　
　
　
　
　
　
︻
監
査
委
員
　
今
中
　
喜
明
︵
能
勢
町
︶︼

　
　
中
町
政
二
期
目
に
あ
た

り
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
、

並
び
に
緊
急
的
な
課
題
は
何

か
を
問
う
。

　
　
私
の
基
本
姿
勢
、
こ
れ

は
あ
く
ま
で
能
勢
と
い
う
地

域
が
自
立
し
将
来
的
に
も
持

続
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、

信
念
に
基
づ
き
望
ま
し
い
行

政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
模
索

し
続
け
る
こ
と
が
、
私
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
緊
急
の
課
題
と
し
て
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
最
終
的
な

処
理
の
対
策
、
ま
た
火
葬
場

の
建
設
に
鋭
意
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

　
21
年
度
当
初
予
算
編
成
に

あ
た
り
、

一
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

　
窓
口
の
設
置
に
向
け
た
組

　
織
の
再
構
築
。
　
　

二
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け

　
た
観
光
情
報
誌
の
創
刊
。

三
、
防
災
体
制
の
充
実
、
ま

　
た
強
化
に
向
け
た
防
災
拠

　
点
の
新
設
。

四
、
森
林
組
合
の
林
業
総
合

　
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
生

　
涯
学
習
施
設
の
整
備
。
　

な
ど
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
地
方
自
治
の
観
点
か
ら

区
制
度
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
、
ま
た
、
今
後
の

あ
り
方
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

問
う
。

　
　
今
ま
で
の
交
付
金
と
し

て
の
補
助
だ
け
で
な
く
、
福

祉
関
連
も
含
め
た
ソ
フ
ト
面

に
も
広
く
自
治
推
進
事
業
と

し
て
交
付
金
を
拡
大
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
と
と
も
に
、

各
地
区
で
守
っ
て
お
ら
れ
る

地
域
独
自
の
伝
統
文
化
や
行

事
に
も
該
当
す
る
の
で
は
と

考
え
て
い
る
。

　
　
行
政
と
区
長
制
度
と
の

関
係
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

問
う
。

　
　
現
在
の
区
制
度
を
引
続

き
お
願
い
す
る
が
、
区
長
さ

ん
へ
の
負
担
と
か
、
区
と
の

協
働
の
観
点
か
ら
話
し
合
い

を
深
め
て
い
く
。
ま
た
、
職

員
の
出
前
制
と
い
う
か
地
区

担
当
制
を
考
え
て
い
る
。
区

長
の
右
腕
に
な
っ
て
負
担
の

軽
減
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
平
成
18
年
の
都
市
計
画

法
の
改
正
に
よ
り
地
区
計
画

の
見
直
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、

本
町
の
町
づ
く
り
に
利
活
用

で
き
な
い
か
問
う
。

　
　
地
区
計
画
は
、
基
本
的

に
は
民
間
の
事
業
者
等
の
発

意
の
も
と
に
、
都
市
計
画
決

定
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。

　
一
方
、
本
町
の
土
地
利
用

の
方
針
は
、
総
合
計
画
に
お

い
て
、
基
本
的
に
里
山
の
保
全
・

活
用
を
め
ざ
す
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　
本
町
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま

え
つ
つ
、
市
街
化
調
整
区
域

で
の
地
区
計
画
は
市
町
区
域

で
の
基
本
理
念
を
堅
持
し
な

が
ら
、
緑
豊
か
で
良
好
な
土

地
利
用
の
継
続
を
め
ざ
す
と

こ
ろ
で
あ
る
。

一
、
今
後
の
町
政
方
針
に
つ
い
て 

二
、
都
市
計
画
に
お
け
る
地
区
計
画
の

　
　
あ
り
方
に
つ
い
て 
猪
名
川
上
流
広
域
ご
み
処
理
施
設
組
合
議
会
報
告 

　
組
合
議
員
　
今
　
中
　
喜
　
明 

町民の　    を代表して7人の議員が一般質問をしました！ 

今中　喜明 


